ライブラリシステム研究会
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「アウトソーシング（外部委託業務）について」現状報告

関西学院大学図書館　浜田行弘

１．関西学院大学図書館のアウトソーシング

図書資料の流れ：

　選書・選択 → 発注・契約 → 受入・整理（データ作成・装備） → 利用・提供（配架等）

外部委託の対象と範囲

　・国内書：発注 ～ 整理業務

　・視聴覚資料：整理業務
・学部等設置用図書資料等：発注 ～ 整理業務
（１）外部委託の内容

①発注から整理までを一連業務として委託 → データ入力の省力化

図書館の発注 ＝ 書店の受注

（発注時の重複調査：発注データの一元的管理が必要）

②発注管理システムの導入

　システム運用書店への発注分：書店が受注データを入力

　他書店への発注分：図書館が発注データを入力

（導入前：外部委託と館内整理との重複調査不可能）

（２）外部委託の現状

※図書館図書費購入分を対象（学部配分の図書資料費等は発注形態が異なるため対象外）

・国内書：（生協書籍部運用システム） → 紀伊国屋書店ＰＬＡＴＯＮ
　蔵書データ作成：予算コード・配架場所・金額等の入力（図書館の省略化）
・外国書：紀伊国屋書店ＰＬＡＴＯＮ

　発注データ入力：予算コード・配架場所の入力 ＋ 書店入荷：金額の入力（図書館の省力化）
・視聴覚資料：（生協書籍部運用システム） → 紀伊国屋書店ＰＬＡＴＯＮ
（すべて他書店発注）
（３）外部委託の目的

・図書館図書費購入分の発注業務および整理業務の省力化
・配架提供の迅速化（新刊書、出版時点でのＭＡＲＣ作成分のみ）
・集中配架にともなう不要な重複購入の回避のための処理量増大への対応

２．アウトソーシングの展望

（１）図書資料の発注先と整理業務の委託先

図書資料購入先に依存しない外部委託

　発注～整理：一連業務として委託（他書店発注分を含む）
・発注と検収の責任所在の明確化
発注先＝整理業務委託先：図書の集荷～検収～整理

発注先≠整理委託先：？
・関東で集荷、整理後に各地の図書館へ搬送が効果的
・図書資料の発注先統合は困難

（２）外部委託と業務判断の範囲

判断と責任を任せる範囲の明確化
委託可能な企業：人材確保・養成

学内のノウハウ蓄積不可能（アウトソーシングの短所）

・図書館作成の仕様書を基本

・専任職員の判断、指示の必要性
［例］分類・請求番号の付与：図書館基準・館内整理と一致

［例］優先して発注・受入する図書資料の判断（予算管理）
（３）業務の標準化とカスタマイズ

・発注業務：予算管理・重複調査（学部の教育研究）

・整理業務：分類体系・請求番号付与・装備仕様

［例］分類番号変換・請求番号採番：図書館と委託先がインターネット経由で同時に利用

［例］継続管理（分類・請求番号）

継続発注可能タイトル：継続発注データに入力

継続発注不可能タイトル：個別に調整

（４）システム運用と書店との連携

・発注管理：書店との連携

・整理業務：図書資料に詳しい企業への委託

図書館と委託先が同一システムを利用

発注管理システムのアウトソーシング

３．おわりに
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